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Bachelor Degree in Engineering, Master Degree in Engineering，Lu Wang 君提出の学位請求
論文は，「A Study on Multi-Subspace Representation of Nonlinear Mixture with Application in 




号源分離（BSS）と呼ばれている．特に，生成混合過程が非線形である場合の BSS は，非線形 BSS
と呼ばれている．生成混合過程が非線形の場合，線形の場合に比べ，分離が複雑になるという問題
がある． 














第 4章では，第 3章で提案した非線形 BSSアルゴリズムの収束特性及び漸近特性の解析法を示し
ている．そして，平均自乗誤差(MSE)の閉形式及びその上界を導出している．計算機シミュレーシ
ョンにより，混合関数の非線形性を近似によって抽出できる場合，観測数が無限に近づくにつれて，






第 6章では，第 5章と同様に劣決定の場合の BSS問題について検討している．そして，BSSアル
ゴリズムとして，非線形性を抽出するε-消失多項式ネットワークを構築することで，線形 BSS法
を非線形の場合に拡張するアルゴリズムを提案している．計算機シミュレーションにより，提案ア
ルゴリズム従来アルゴリズムに比べ高い分離特性を達成することを確認している． 
第 7章は結論であり，本研究の総括を述べている. 
以上，本論文の著者は，非線形BSSのためのいくつかのアルゴリズムと特性解析法を提案し，そ
の有効性を確認しており，工学上，工業上寄与するところが少なくない．よって，本論文の著者は
博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める. 
 
学識確認結果 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い, 当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した. 
また, 語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した. 
 
